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誰が誰のためにどのようにNPPVを安全に行

うか，刻々とバイタルサインの変化するなかで

NPPVをどう具体的に行うか，そのための指導

書として，本書は実に簡潔に編纂されています．

また，NPPVの適切な対応とは何か など，実

践の中から湧き出たさまざまな問題点も本書で

は，見事に解き明かしてくれています．

「これはどうするの 」，「え～っとどうだった

け 」，「ちょっと調べてよ 」

これらは，現場の毎日の会話のなかにある疑問

と不安のやり取りです．

「こうでいいのよ 」つい，知ったかぶって言

ってしまった．「うまくいかないのは私のせいじ

ゃない」患者さんの状態や体つきが悪くて合わな

いのだ．先生の指示がおかしいから……，思うこ

とはみな同じです．でもいちばん困っているの

は，あなたではなく患者さん．経験不足で自信の

ない先生とNPPVを試したことはあるけど指示

されたことだけをやっていたあなた，この本のな

かで症例を振り返ってみませんか．こうしてあげ

られれば……，こういう方法もあったんだ 経験

と知識が結びついてこそ，よりよい医療に結びつ

くのではないでしょうか．

そんな気持ちで本書を読んでみると，急性期

NPPVのための施設とチームワークでは「何を，

何のためにモニターするか」「患者状態の観察で

注意するポイントと対処法」「挿管のタイミング」

という表題で書が進み，さらに，「慢性期に移行

する場合」「クリティカルパスによるNPPV導

入の実際」「長期導入例のモニタリング」と呼吸

器疾患患者の急性期から慢性期の流れに沿ってそ

の時々のポイントが記されています．

さらに，呼吸ケアの実際としてまずマスクフィ

ッティング維持のコツが解説されています．それ

ぞれの出会う場面場面で何が患者さんとのコミュ

ニケーションで最も大事か，そのためには何をす

べきか，を大切にされる聖路加国際病院の呼吸療

法チームの姿勢が注がれた良書となっています．

経験豊富な先生も，これから必要に迫られて

NPPVの指示を出す先生も，在宅でご家族と一

緒に看取る先生も，ぜひご一読していただきたい

本です．

チーム医療をめざしたいあなた 本書をテキ

ストに勉強会を始めてみませんか．医師とともに

患者さんのために一緒に読んでみたい本です．あ

なたの病院にも呼吸療法チームの産声が上がりま

すよ．
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